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685N/mm2級横補強筋を用いた RC 柱の短期許容せん断力およびせん断終局耐力 

 

筆者ら 1)は、SD295～785N/mm2級横補強筋を用いた RC 梁の残留せん断ひび割れ幅制限値に基づ

く短期許容せん断力の算定式を提案した。林ら 2)は、RC 柱のせん断ひび割れ幅の制御方法を提案

している。しかし、RC 柱の短期許容せん断力時せん断ひび割れ幅に着目した研究はこれまでに行

われていない。 

本稿では、685N/mm2級横補強筋を用いた RC柱について、せん断ひび割れ幅が拡大する軸力比が

小さい場合に着目した実験を行い、損傷制御用短期許容せん断力経験後の最大残留ひび割れ幅wsr

は、RC 梁と同様、0.1mm 程度以下に留まることを明らかにした。 

当機構の技術支援によって作成されたOT685フープ設計施工指針のRC柱の損傷制御用短期許容

せん断力の妥当性は、本実験に基づいて確認されている 3)。 
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